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令和３年度 学校評価（あきた型）シート
「秋田西高等学校」

➀ 評価領域 総務部

目標の設定（Plan）

② 重点目標 ＰＴＡ、教育振興会・部活動後援会、同窓会との連携に努める。

③ 現 状 コロナ禍にあって十分とは言えない状況である。

④ 具体的な目標 感染拡大防止策をとりながら、可能な限り活動を行う。

⑤ 目標達成のための 教育活動予算の適切な執行を行えるように、各会との連絡を密にする。

方策

実践（Do）

⑥ 具体的な取組状況 感染防止策をとりながら、概ね活動を行っている。

⑦ 達成状況 全国表彰されるなど西高祭を除きほぼ例年とおりの活動を行うことがで
きた。

自己評価（Check）

評価基準 Ａ：具体的な活動が示され目標を達成できた。
Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。
Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。

⑧ 評価 根 拠
自己評価

Ａ 校内にとどまらず、対外的な活動を行うことができた。

⑨ 評価 意 見
学校関係者評価と

意 見 Ａ コロナ禍にあったが、様々な工夫によって行事等を行うこと
ができた。

改善した実践（Action）

⑩ 自己評価及び学校 感染予防策をとって、実施できる会合・行事は引き続きＩＣＴ機器等を

関係者評価に基づ 活用して実施していきたい。
いた改善策


